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◇特集/技術解説・■■■■■■◇

　管路診断コンサルタント協会（管診協）は，下水道管路施設

の計画的な改築・修繕に関するコンサルティング業務の確立を

目指して，平成10年4月に発足しました。創設当初20数社で

あった会員は，現在91社の建設コンサルタント登録されてい

るコンサルタント集団であります。

　管診協では，既設の下水道管路施設の調査・診断，事業種別

の判定，原因調査，改築・修繕計画の策定，詳細設計等に関す

る技術の研鑽と調査・研究に取り組んでおり，現在10の委員

会で構成されています。

　私はその中のひとつである「技術委員会」に所属していま

す。本委員会では，会員会社より12名の委員が参加し，技術

講習会，技術研修会，検討分科会，技術見学会，講師派遣など

の活動を展開しております。

　このほど検討分科会の中にあるマニュアル検討分科会で「下

水道管路施設改築・修繕に関するコンサルティング・マニュア

ル（案），平成18年版」を発刊しましたので紹介させていただ

きます。

　下水道管路の管理には，まずは日常の維持管理があり，そこ

での不具合箇所や定期的に行う調査に基づき管路の診断を行

い，改築・修繕の計画を立て設計し施工を行うという流れがあ

ります。この中でコンサルタントの役割のひとつとして，管路

の現場調査結果を中立公正な立場でオーソライズされた判定基

準に基づき老朽化の診断・判定を行うことがあります。この診

断・判定結果が過小であれば改築・修繕を行っても効果が持続

しませんし，また過大な判定をすれば改築・修繕にかかる費用

が増大するということになります。また改築・修繕の計画をた

てるにあたって，不具合の生じた箇所だけへの処置では次々と

弱い箇所が追いかけてきます。有効な改築計画を立てるために

は，管路を下水道の管網としてとらえ流下系統ごとに計画を策

定する必要があります。

　そこで本書では，既設下水道管路の調査・診断・原因調査に

始まり改築または修繕が必要とされたスパンについて改築か修

繕かの事業種別を判定する手順，次に改築・修繕の実施計画・

実施設計，下水道管路施設の腐食抑制技術と防食技術，そして

施工時の品質管理と施工管理さらに調査・施工環境と労働衛生

に至るまで一連の技術に関してマニュアルの形にとりまとめて

おります。

　さらに，下水道管路施設改築・修繕工法の特徴比較や工法関

連会社・関連協会の問合せ先一覧表も参考資料として添付する

ことにより，実際に調査・計画・設計・施工に携わる技術者の

方々にとって実用的なものとなるよう編集しています。

　維持管理の時代を迎えた下水道事業において既設管路改修・

修繕に関心をお持ちの多くの方々に有効にご活用いただければ

幸甚です。
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